















参加児 関東圏内の 3 つの保育園から研究協力を得た。本研究の最初の参加人数は年中・
年長児（混合クラス） 31 名であったが，事後テストに参加しなかった園児がいたため，




手続き  それぞれの園で，参加児は 5～6 人のグループになり，週に 1 回 30 分，12 回の 3 か月
に渡るナラティブ・レッスンに参加した。レッスン前と 3 か月経ったレッスン後に，参加児のナラティ
ブ ・ スキルを評 価するため，アメ リカで標 準化 されている Emerging Literacy & Language 













t 検定を行ったところ有意差が見られた（ t=6.73, df=29, p<.0001）。これより，参加児
のナラティブ・スキルは 12 回の本研究レッスンにより有意に向上したと考えられる。  
 本研究は 2020 年 6 月 19 日（金）・20 日（土）に開催される第 21 回日本言語聴覚学会
で採択され，発表予定であったが，新型コロナウイルス感染症による健康被害および感染
拡大を防止するために、現地での集合開催は中止となり，「言語聴覚研究」への事後抄録
の掲載をって発表に代える「誌上開催」となった。 
